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研究成果概要 
これまで、図１、２に示す 小型の鉛サンドイッチ

型検出器用の検出器本体合計９㎡ を宇宙線研究所、
明野観測所で製作し、それを図２に示す中央レーザー
施設（CLF）に設置した。コンクリート遮蔽を設置した
また、その下へ合計２４㎡のシンチレーター検出器を
設置し、高エネルギーのμ粒子の観測を開始ししてい
る。 また、同時にCLFサイトにはAuger実験のデータ
取得システムを用いて運転される水タンクが配置さ
れ、観測を開始している。 

平成３０年度は以下の項目の作業を行い、それぞ
れで成果が得られた。 
1. 設置済み検出器の運転保守：

i. 鉛サンドイッチ検出器からのデータはほぼ
100%の稼働率でデータを取得することがで
きた。鉛サンドイッチ検出器には直射日
光が当たるのを避けるための布カバーが
かけてある。それに代わる “屋根”に関
して、地元業者に製作を依頼し検討中で
ある。

ii. Auger検出器用のデータ取得システムの
電源は150Wソーラーパネル２枚とバッテ
リー２台で一年間、安定して稼動させる
ことができた。これを基に２で述べる新
規ＤＡＱシステムの構成を決めることが
できた。

2. 新規DAQシステム設置のための ソーラーパネ
ル、バッテリーの準備

i. 現在複数種類ある検出器全体を統合する
ＤＡＱシステムを準備中である。新規にソ
ーラーパネル８枚、バッテリー１４台を準
備した。データ取得回路はTALE/TA地表検
出器のもののファームウェアの更新作業を継続している。 

3. 長距離データ通信の改善：
i. TAサイト内の長距離通信はパラボラアンテナの方向を互いに合わせることで通信を確保してい

る。アンテナの方向をアレイ東側の丘から１５km 離れた地点に調整し、度々途絶する装置への通
信を安定させた。（現在のデータ通信量のボトルネックは長距離データ通信ではなく、データ取
得装置自体のＩ/Oが律速している。）
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図1: 3㎡にくみ上げられた鉛サンドイッチ検

出器とコンクリート遮蔽を持つ検出器

図２：隣接する Auger 水タンク型検出器 
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